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発の肉腫 (MCA・15B)を用い同様の実験を行った。
<結果> 感作リンパ球は，非感作正常リンパ球に比
べ，有意の差で麗蕩周囲および腫蕩内に集まる事がわか
った。またリンパ節，牌識等tこも，高率に集るが，コン
トロールの麓蕩 (MCA・15B)には， ほとんどこの様な
額出が認められない。 また 99mTcでラベノレしたヲンパ
球を静注後，経詩的にスキャンを行った月号，彊蕩の部{立
に，アイソトーフ。の集積が認められた。 
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従来の動物モデソレよりも 1歩前進した発癌モデ、ノレとし
てとト気管支ヌードマワス背部皮下移植による発癌実績
を我々は報告して来たが，今自は同モデ、ノレで、撞行した奉IJ
離緯胞診による紹胞議と組織畿を対比した。発癌剤とし
て DMBA 3200pgを含むベレットを技用した。嘉平上
皮癌 3例，異型肩平上皮北生2併を含む11例について検
索した結果，締Jm像は組織像をよく反挟しており，再モ 
レで、の剥離紐抱診の併用は発癌過程の追跡のために非Jデ、
常に有用な方法であると患われた。 
21.撤量タバコ煙の気道上皮に及iます影響
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今回われわれt泣ま人の受動喫彊による気道上皮の変化を
検言討守する自的で
マウスの気道の変化を観察した。その結果気道上皮組組
の猿毛の融合，短小f詑七，分拡
クララ締抱の萎結をみとめた。処置後3013開通常餌育室
で錆育した群では徐々にではあるが臣復の額向がみられ
た。喫煙実験の諸報告の初黒変化と近鎖した結果を得ら
れたので報告した。なお本実験は更に継続中であ忍。 
22.ニ鼓花窒棄の呼吸器に及ぼす影響に爵する形態学
的研究
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Wister系雄ラットに 20ppm.N02ガスを20時間暴露
した肺の変化は，直後から 5員後にかけて I型上皮細患
の軽度の樟害像と毛細血管内皮結抱の撤手胞飲の塔加を
認め， 5 --15日後にE型上皮細躍の増生と間髪結合織の
浮麗を認め. 30言後にはほぼ尋常の像伝回復した。また
血痕ガスは工週後に Pa02の減少を示し， 2還後に回復
した。これらの像は N02ガスの樟害課と考えられ，ま
た E型上皮締抱が I型上皮細胞に移行することを示唆し
ている。 
23.食道良性腫蕩の 3症例
大塚後遺，室田投宏，長自治
(中央鉄道病院・牌部外科)
食道良性腫蕩3症例(平滑筋腫2例，乳噴腫工例〉の
手術経験から，手街適応をレ線乱食道鏡，手街所見と
いった直から検討した。
手衛は長性でdbることから手術浸襲の多い食道窃徐は
避け，粘諜タト核出衡を主張とすべきである。手指遥応は
な)麗壌が腫大の額向にある。 (2)内視鏡で腫撞が食道
内陸の 1/2を占める。 (3) レ線像での謹療の大きさが 2 
.cm前後であるといったことが考えられた。 
24.高血圧蓮に使用した Nifedipineの諒床効果
太田重二郎，山下道隆(松戸市立・内科) 
Nifedipine 30mg/百を 8例の高血圧症に夜思し， 著

明下降5摂jやや下捧 2例不変工例であった。降圧惑と併

用した 3~Uも宥効で、あった。なお，立註時に血圧が著嘆
に下降する例がみられたので注意する必要がある。急性
腎不全+DIC+慢性呼吸不全の急性悪化+心不全で姉浮
腫のみられた重症心不全例に援用した結果，血圧の挟復
がおそくそのためショック腎を伴い肺・心の改善はみら
れるも，合併症を併発する危険があるのでJ慎重に使吊す
べきと思う。 
25.脂部 CTスキャンによる膏肉腫の肺転移の阜期発
見について
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われわれは，骨肉1重の蹄転移の早期発見の手設として
従来の胸部 X線及び全蹄断層検査と共に膳部 CTスキ
ャンを併用しているが，過去2年間に，骨肉腫症例21挟j 
tこ対して廷 44自の胸部 CTスキャンを施行し， 早期の
鮪転移が疑われた 7症例に対して廷11自の関脇術を施行
したが， 関胸時所見と CTスキャン畿の比較検討によ 
!J3mm以上の蹄転移巣に関しては CTスキャンは転
移巣発見に有効であム勝部X隷検査に比して早期に転
移巣が発見で、きる。
